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い区別能力をもっ触媒は， β ーケトエステ lレ或は 13- ジケトンなどのエナンチオ面区別水素化の場合と
同じく酒石酸-NaBr-修飾ラネーニッケノレであった。しかしメチノレアルキルケトンのエナンチオ面区
別水素化では， 戸ーケトエステノレ類のそれと異なり，高い光学収率を得るためには多量のカノレボン酸，
すなわち基質 l モノレに対し 2 モノレ以上のカルボン酸を反応系に添加する乙とが必要であった。また反応
系に添加されたカルポン酸の構造が光学収率に比較的大きな影響を与え， α一位の炭素で枝分れをもっ
カルポン酸の添加が最もすぐれた結果を与えた。


























討している。すなわちメチルアルキルケトンの各種有機酸存在下における 13C-NMR. 或はメチ lレア lレ
キ lレケトンのTA-NaBr-MRNiによる水素化で，反応系に加えられた各種有機酸の構造と光学収率との
相関々係を調べ，ピノてリン酸はメチ jレア jレキ lレケトンと水素結合し，乙の水素結合物がエナンチオ面区別
に寄与していることを推論している。一方，種々の修飾剤を合成或は光学分割し，その構造とそれによ
って修飾されたMRNiの区別能力との関係を， ピパリン酸存在下における 2 ーオクタノンの水素化で調
べ，メチルアルキルケトンとピノf リン酸の水素結合物が，エナンチオ面区別の対象になっていることを
認めている。また高いエナンチオ面区別性を酒石酸が発障する為には. 2 つのカルポン酸と 2 つの水酸
基が必須であることも認めている。さらに同君は反応系に加えられたピバリン酸が触媒に存在する微量
のナトリウムイオンを溶出し，乙のナトリウムイオンが水素化反応速度を促進するとともに，光学収率
を向上させる結果を与えるという微妙な新しい知見を得ている口
以上同君は本研究で至難とされていたメチ lレアルキルケトンのエナンチオ面区別水素化において，実用
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し得るに足る光学収率を挙げる触媒と反応条件を明らかにした。また反応系に加えられたピパリン酸の
エナンチオ面区別における役割を詳細に検討し，アルキ jレーア Jレキル残基の認識によって行なわれるエ
ナンチオ面区別触媒反応の設計の基礎を築いた口
以上の通り同君の挙げた研究成果は大きく，理学博士の学位を与えるに充分なものと認める。
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